
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（大北地域） 

平成２８年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 信州池田町ワイン祭り 

事業主体 

（連絡先） 

信州池田町ワイン祭り実行委員会 

（事務局 池田町役場振興課商工観光係 塩嶋康彰 ℡0261-62-3127） 

事業区分 （６）イ農業の振興と農山村づくり 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費      ４，６６９，０４９ 円（うち支援金： 2,378,000 円） 

①町内外へ町内産ぶどうによるワ

インをアピール 

②観光客、観光消費額の増加 

③地域農業、地域産業の活性化 

④ワイナリー必要性の共有化 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

参加者は昨年と比較し若干の減少

となったが、参加者からは好評を

得ており池田産ワインのＰＲが図

られた。 

【会場の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

町内外から約 800 名の参加者があり多くの方に池田産

ワインの魅力をＰＲすると共に、地元を中心とした売店

の出店により地元消費額を向上させることができた。 

ワインの直売でもお土産に購入して帰られる方も多く、

参加者からまた来年も開催して欲しい。という声も多数

寄せられた。 

・会場隣にはブドウ畑が広がる絶好のロケーションにお

いて、ワイン用ブドウの栽培適地として認識してもらう

ことが出来た。 

10月 23日、あづみ野池田クラフトパークにてワイン祭

りを開催し、池田町産のぶどうから醸造したワインの試

飲や、ワインに合う郷土料理の紹介、ワインの直売、地

元農産物等の販売をし、信州ワインバレー協議会「日本

アルプスワインバレー」の北端に位置する「ワインの里 

池田町」にワイナリーの必要性をアピールし、近い将来

建設実現を図る。 

 

今年の反省も踏まえ、参加者の期待に応えるべく来年のワイン祭りは規模拡大、更なる内容充実も

検討する中開催し、地域農業及び観光を含めた地域産業の活性化に欠かせないワイナリ―建設に向け

「ワインの里 池田町」のアピールを継続していきたい。 

 

 


